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「
経
済
民
主
主
義
」
論
の
形
成
と

自
由
労
働
組
合
H
A
D
G
B

1

臼
　
井

英
　
之

　
ヴ
ァ
イ
マ
ル
体
制
期
の
ド
イ
ツ
で
展
開
さ
れ
た
「
経
済
民
主
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ξ
ま
餉
o
5
津
＆
o
昌
o
ζ
き
o
論
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
で
の
捉
え

方
は
、
こ
の
理
論
を
、
一
九
二
四
年
以
降
の
資
本
主
導
の
合
理
化
運
動
に

対
し
て
、
肯
定
的
・
積
極
的
に
対
応
す
ぺ
く
理
論
化
さ
れ
た
ド
イ
ツ
社
会

民
主
党
、
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
同
朋
皿
≧
雷
昌
色
篶
・
U
聾
冨
〇
一
一
Φ
・
Ω
伺
姜
｝
・

8
影
岸
眈
9
昌
（
A
D
G
B
）
の
「
生
産
政
策
論
」
と
把
握
す
る
の
が
一
般

　
　
（
2
）

的
で
あ
り
、
し
套
つ
て
ま
た
、
「
経
済
民
主
義
」
論
は
「
労
璃
調
・

的
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
把
握
は
、
A
D
G
B
、
お
よ
ぴ
そ
の
前
身
で
あ
る
自

由
労
働
組
合
｛
、
祭
（
一
竃
宵
尿
g
葦
g
に
視
野
を
限
定
す
れ
ぱ
、
「
経
済

民
主
主
義
」
論
を
自
己
の
活
動
理
念
の
基
軸
を
な
す
問
題
と
し
て
捉
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

う
と
し
た
労
働
組
合
の
前
史
を
無
視
し
た
形
で
展
開
さ
れ
、
何
故
「
経
済

民
主
主
義
L
論
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
一
九
二
四
－
二
五
年
を
境
に
し
て

中
心
的
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
の
考
察
を
欠
い
た

ま
ま
導
き
出
さ
れ
た
見
解
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
に
対
し
、
「
経
済
民
主
主
義
」
論
を
す

ぐ
れ
て
自
由
労
働
組
合
1
I
A
D
G
B
の
活
醐
理
念
の
間
魑
と
し
て
把
握
し
・

何
故
彼
ら
が
こ
の
理
念
に
深
い
関
心
を
抱
く
に
至
ら
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た

か
を
、
第
一
次
大
戦
後
、
こ
の
労
働
組
合
が
置
か
れ
た
現
実
的
状
況
を
考

察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
析
出
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

考
察
方
法
を
と
る
の
は
、
当
時
の
自
由
労
働
組
合
“
A
D
G
B
の
活
動
理

念
が
、
第
一
次
大
戦
以
降
の
彼
ら
を
と
り
ま
く
状
況
1
と
り
わ
け
労
資

関
係
の
枠
組
　
　
と
分
か
ち
が
た
く
結
ぴ
つ
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
、
「
経
済
民
主
主
義
」
に
先

行
す
る
形
で
、
当
時
の
労
賞
関
係
を
基
盤
と
し
て
自
由
労
働
組
合
1
－
A
D

G
B
に
よ
り
唱
え
ら
れ
て
い
た
、
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
書
註
9
箒
－

＝
9
．
U
。
昌
O
斥
、
き
O
理
念
に
焦
点
を
あ
て
、
「
経
済
民
主
主
義
」
論
が

形
成
さ
れ
る
に
至
る
契
機
を
そ
の
中
か
ら
見
出
そ
う
と
思
う
。
こ
の
考
察

の
中
で
、
「
経
済
民
主
主
義
」
論
の
底
流
に
あ
っ
た
基
本
思
考
の
ひ
と
つ

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
「
経
済
面
で
の

民
主
主
義
」
理
念
生
成
の
現
実
的
基
盤
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ

・
つ
o

　
（
1
）
　
そ
の
集
大
成
は
、
句
ユ
竃
2
印
暑
冨
戸
ミ
ミ
零
杏
ミ
亀
軸
§
茎
§
ミ
。

　
　
㌧
￥
、
ミ
軸
、
軸
ぎ
ミ
晶
ミ
冨
軋
N
ミ
ト
厨
①
二
…
ε
～
o
o
．
（
山
田
高
生
訳
『
経

　
　
済
民
主
主
義
－
本
賀
・
方
途
・
目
標
1
』
御
茶
の
水
書
房
、
一

　
　
九
八
三
年
）
で
あ
る
。
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（
2
）
　
服
部
英
太
郎
『
ド
イ
ツ
杜
会
政
策
論
史
（
上
）
』
服
部
英
太
郎

　
著
作
築
1
、
未
来
社
、
一
九
六
七
年
。

（
3
）
　
塚
本
健
『
ナ
チ
ス
経
済
－
成
立
の
歴
史
と
論
理
1
』
東
京

　
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
八
七
－
八
八
頁
。

（
4
）
　
「
経
済
民
主
主
義
」
論
を
幅
広
い
歴
史
的
流
れ
の
中
か
ら
捉
え

　
よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
以
下
、
参
照
。
山
田
高

　
生
「
第
一
次
大
戦
申
に
お
け
る
自
由
労
働
組
合
の
超
経
営
的
参
加
政

　
策
（
ド
イ
ツ
・
一
九
一
四
－
一
九
一
八
）
（
1
）
、
（
2
）
」
、
成
城
大

　
学
『
経
済
研
究
』
、
第
五
七
・
五
八
号
、
一
九
七
七
年
。
同
「
ヴ
ァ

　
イ
マ
ル
経
済
民
主
主
義
の
成
立
前
史
　
　
第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る

　
思
想
的
先
駆
と
自
由
労
働
組
合
の
社
会
政
策
－
」
、
同
誌
、
第
七

　
七
号
、
一
九
八
二
年
。
同
「
ブ
ァ
イ
マ
ル
経
済
民
主
圭
義
に
か
ん
す

　
る
一
考
察
」
、
同
誌
、
第
七
八
号
、
一
九
八
二
年
。

11

　
自
由
労
働
組
合
1
l
A
D
G
B
の
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
活
動
理
念
の

現
実
的
基
盤
は
、
「
労
資
共
同
体
」
ξ
σ
算
晶
婁
曇
冨
o
巨
『
斤
に
も
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
労
資
共
同
体
」
の
一
応
の
体
系
化
は
、
一
九
一
八
年

十
二
月
四
日
の
「
労
資
共
同
体
暫
定
定
款
」
き
農
島
鴨
ω
斗
昌
奏
旨
。

昌
o
＞
H
一
〕
色
房
o
q
o
昌
o
－
冨
o
サ
嘗
斥
忌
H
≡
庄
鶉
片
ユ
o
＝
昌
自
目
ら
o
口
o
ミ
宵
巨
邑
－
昌

ξ
臣
岳
o
冨
・
冒
庄
＞
ま
o
芹
自
g
昌
R
（
以
下
『
暫
定
定
款
』
と
略
称
）
に

　
　
　
　
　
（
1
）

そ
の
端
初
を
見
る
。
も
と
よ
り
こ
の
『
暫
定
定
款
』
の
基
礎
は
、
同
年
十

一
月
十
五
日
に
労
資
団
体
代
表
間
で
締
結
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
〕

ン
ネ
ス
H
レ
ギ
ー
ン
協
忠
」
O
O
菖
冨
蜆
－
■
晶
一
雪
－
＞
票
O
昌
昌
實
（
以
下
『
協

定
』
と
略
称
）
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
労
賞
共
同
体
」
を

貫
く
原
理
は
、
『
協
定
』
が
有
し
た
原
理
の
延
長
線
上
で
捉
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
『
協
定
』
は
、
労
働
組
合
の
体
制
内
統
合
を
前
提
に
し
て
、
つ
ぎ
の
二

つ
の
原
理
を
そ
の
う
ち
に
包
含
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、

大
戦
中
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
面
に
お
け
る
国
家
管
理
・
拘
東
的
体
制
か

ら
の
離
脱
原
理
で
あ
る
。
大
戦
中
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
の
敗
北
が
濃
厚
と

な
っ
て
き
た
一
九
一
七
年
以
後
の
国
家
権
威
の
失
墜
は
、
資
本
家
側
の
国

家
依
存
を
極
度
に
後
退
さ
せ
、
最
後
ま
で
労
資
団
体
間
の
『
協
定
』
締
結

を
拒
ん
で
い
た
指
導
的
重
工
業
家
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
ト
盲
ぎ
げ
家
書
き
に

さ
え
も
、
一
九
一
八
年
十
月
、
「
国
家
と
政
腐
の
不
安
定
な
カ
を
考
慮
す

れ
ぱ
」
今
や
労
働
組
合
こ
そ
が
「
強
カ
な
同
盟
者
」
で
あ
る
、
と
言
わ
し

　
　
　
　
（
4
）

め
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
、
．
国
家
権
カ
の
介
入
を
極
カ
回
避
し
、
産
業

上
生
ず
る
諸
問
題
を
労
資
間
で
独
自
的
に
解
決
せ
ん
と
す
る
社
会
的
自
治

ω
g
邑
①
ぎ
8
冒
邑
o
理
念
が
生
ず
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
労
資
両
団
体
を
同
権
的
関
係
に
位
置
づ
け
る
集
団
主
義

的
原
理
で
あ
る
。
『
協
定
』
第
六
項
で
誕
わ
れ
た
よ
う
な
、
労
働
条
件
確

定
の
た
め
の
集
合
協
定
穴
o
昌
艮
匡
く
亮
邑
島
害
冒
o
q
締
結
に
は
、
労
働
組

合
は
も
ち
ろ
ん
、
賀
本
家
団
体
も
系
統
だ
て
ら
れ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
（
5
）

と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
編
成
は
、
資
本
家
側
の
団
体
と
し
て
既
に
一
九

二
二
年
、
ド
イ
ツ
使
用
者
団
体
連
合
＜
寓
o
巨
o
q
…
o
q
忌
＝
冨
g
o
・
ξ
σ
等
．

○
日
〇
一
〕
胃
く
胃
冨
邑
の
結
成
に
見
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
大
戦
後
、
一
九
一

九
年
四
月
に
は
、
資
本
家
団
体
の
再
編
成
の
帰
結
と
し
て
ド
イ
ツ
エ
業
全

国
連
盟
宛
曾
o
募
く
亀
g
邑
o
害
ま
目
冨
o
サ
竃
－
邑
嘉
巨
o
が
結
成
さ
れ
．
る

7幽
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（
6
〕

に
至
つ
た
。
こ
、
呪
て
、
か
の
薔
義
的
原
理
は
そ
の
実
、
労
蕎
団

体
の
利
害
代
表
原
理
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
労
資
共
同
体
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
原
理
を
具
体
的
に
休
現

す
べ
き
体
系
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
労
資
共
同
体
」
機
構
の
中
に
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
〕

ご
と
く
具
体
化
さ
れ
た
。
『
暫
定
定
款
』
に
よ
れ
ぱ
、
産
業
都
門
。
こ
と
・

地
方
．
金
国
レ
ヴ
ェ
ル
．
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
「
労
資
共
同
体
」
が
形
成
さ
れ
、

「
中
央
委
員
会
」
N
o
9
邑
彗
詔
〇
一
・
邑
、
「
中
央
理
事
会
」
N
o
鼻
邑
き
尋
彗
O

を
頂
点
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
労
費
共
同
体
」
が
垂
直
的
に
体
系
化
さ
れ

る
。
各
「
労
資
共
同
体
」
に
は
、
そ
こ
で
派
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
・

と
り
わ
け
労
資
間
紛
争
の
独
自
的
な
調
整
・
解
決
の
権
隈
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
実
行
に
あ
た
る
各
「
労
債
共
同
体
」
の
委
員
会
・
理
事
会
は
、
労
賞

各
団
体
か
ら
同
権
的
に
構
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
せ
う
な
機
構
体
系

は
、
社
会
的
自
治
を
基
盤
と
す
る
労
資
同
権
原
則
を
貫
徹
㌔
砧
こ
と
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。

　
自
由
労
働
組
合
H
A
D
G
B
が
、
こ
の
「
労
費
共
同
体
」
の
一
環
と
し

て
組
み
込
ま
れ
た
以
上
、
当
時
膨
舞
と
し
て
湧
き
起
こ
っ
た
レ
ー
テ
運

動
・
思
想
に
対
し
て
、
断
固
た
る
拒
絶
の
態
度
を
も
っ
て
臨
仏
削
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ぱ
こ
の
運
動
・
思
想
に
お
い
て
・
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

ー
テ
こ
そ
が
労
働
者
の
利
害
代
表
で
あ
る
と
理
論
化
さ
れ
、
労
働
組
合
の

利
害
代
表
と
し
て
の
地
位
が
全
く
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
「
労
資
共
同
体
」
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
し
て
も
、
労
働
組
合
に
と

っ
て
は
、
自
己
の
組
織
の
存
続
を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
正
式
定
款
が
成
立
し
た
の
は
、
一
九
一
九
年
十
二
月
十
二
日
で

　
　
あ
つ
牟
（
ミ
。
、
昌
。
、
穿
ま
二
§
ミ
ぎ
ミ
§
，
き
ミ
葦
ミ
ミ

　
害
篶
、
9
邑
ミ
札
§
ミ
迄
§
ミ
雨
ミ
詐
、
｝
哉
ミ
S
軋
ぎ
～
ミ
≧
O
§
§
冨
ミ
雨
竈
0
1

　
ぎ
ミ
§
（
ε
ミ
ー
δ
ミ
）
一
田
睾
－
ぎ
5
㎞
o
〇
一
ω
－
N
①
H
’
）
。

（
2
）
　
『
協
定
』
金
文
は
、
き
“
o
ざ
－
』
ミ
雨
募
ミ
富
ミ
［
＞
σ
斥
∴
完
』
§
、
］
一

　
s
員
ω
．
o
。
弄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
献
定
』
成
立
緩
緯
し
関
し

　
て
は
以
下
の
も
の
が
詳
し
い
。
名
。
雪
o
巨
員
s
、
畠
■
◎
二
〇
〇
．
N
ご
1

　
o
o
お
∴
Ω
。
、
巴
旦
U
・
向
o
5
昌
竃
一
〇
實
目
彗
ω
冨
一
冨
霊
ω
g
ミ
昌
（
3
o
）

　
婁
閏
、
閏
目
旦
宛
。
く
O
；
匡
9
・
H
亭
○
『
唖
島
O
｝
斤
巨
蜆
ω
匡
目
冨
叩
－
■
O
O
q
－
實

　
＞
o
q
、
。
。
目
。
目
一
二
目
．
Ω
。
、
g
，
o
＞
・
2
艘
串
（
庄
易
o
口
．
）
一
向
ミ
皇
ミ
§
軸

　
ミ
ミ
軋
ミ
富
曽
害
、
“
ミ
§
o
き
§
§
o
雨
亀
澤
§
亀
一
民
o
；
目
H
ミ
〇
一
ω
．

　
曽
山
声
粟
原
良
子
「
ド
イ
ツ
革
命
と
『
ド
イ
ツ
エ
業
中
央
労
働
共

　
同
体
』
（
1
）
」
、
京
都
犬
学
『
法
学
論
叢
』
、
第
九
一
巻
第
三
号
、
一

　
九
七
二
年
。

（
3
）
　
そ
の
原
型
は
、
一
九
一
六
年
の
く
黒
雪
一
旨
9
ω
9
鶉
雪
豪
－

　
2
彗
卑
o
口
鶉
g
N
に
見
ら
れ
る
。

（
4
）
奉
穿
幕
‘
昌
§
O
；
ω
1
8
企
一
ρ
ρ
墨
旨
彗
一
冒
。

句
、
。
ポ
．
一
〇
。
毛
。
、
穿
曇
雪
…
；
＆
葦
・
胆
一
胃
置
慕
①
墨
冨
。
一
岸
一
一

　
6
－
o
o
I
－
竃
十
5
一
匡
而
昌
N
○
．
＜
g
冨
『
（
＝
『
晶
1
）
一
、
o
§
吻
§
ぎ
－

　
ミ
旨
§
票
竃
膏
～
ミ
ミ
ミ
冨
｝
ミ
§
§
S
嵩
恥
宍
0
＝
H
『
一
岩
ご
－
ω
’
N
ま
－
8
N
l

（
5
）
　
［
自
〇
三
〇
口
卑
何
＝
胃
一
吻
§
ぎ
膏
ミ
｝
、
幕
ぎ
き
、
ミ
雨
ぎ
ミ
㌻
記
壱
§
■

　
ミ
ぎ
ω
片
o
算
晒
閏
具
H
o
卓
“
ω
1
－
o
α
－
H
旧
o
o
．

（
6
）
　
資
本
家
団
体
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
栗
原
優
『
ナ
チ
ズ
ム
体
制

　
の
成
立
』
、
、
、
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
七
九
頁
以
下
、
参

　
照
。
（
7
）
　
「
労
資
共
同
体
」
を
「
ヱ
業
領
域
に
お
け
る
『
利
害
代
表
シ
ス
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テ
ム
』
の
編
成
替
L
を
意
図
し
た
政
策
体
系
と
把
握
す
る
見
解
に
つ

　
い
て
は
、
麻
沼
賢
彦
「
第
一
次
大
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
労
資
共

　
同
体
』
体
制
の
成
立
」
、
名
古
屋
大
学
『
経
済
科
学
』
、
第
二
六
巻
第

　
　
一
号
、
　
一
九
七
八
年
、
参
照
。

（
8
）
完
」
津
し
婁
一
ω
」
ミ
よ
ご
・

（
9
）
霊
島
串
冒
冨
言
雰
麦
。
ζ
麦
§
畠
、
キ
ミ
軸
、
§
、
軋
雨
、
軋

　
吻
§
ミ
　
、
o
、
軸
－
、
o
“
“
　
｝
0
H
－
目
　
－
o
ひ
＞
o
〇
一
p

（
m
）
這
－
墨
旦
婁
；
§
一
p
寒
き
姜
、
ホ
、
。
ミ
雨
ミ
し
。
吋
一
畠
一
．

　
軋
雨
§
O
沖
、
ミ
竃
ミ
S
軋
い
§
ミ
■
U
目
閉
器
5
0
ユ
S
㎝
9
ω
」
H
O
－
一
N
ω
・
H
阜
N
l

　
　
－
阜
o
o
．

　
（
u
）
　
拙
稿
「
レ
ー
テ
の
帰
趨
に
関
す
る
一
考
察
」
、
『
一
橘
研
究
』
、
第

　
　
八
巻
第
三
号
、
　
一
九
八
三
年
、
参
照
。

　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
1

　
「
労
資
共
同
体
」
の
任
務
・
機
構
は
、
『
暫
定
定
款
』
で
そ
の
基
本
的
枠

組
が
与
え
ら
れ
は
し
た
が
、
現
実
と
し
て
の
「
労
資
共
同
体
」
は
、
組
織

的
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
つ
た
。
正
式
定
款
成
立
ま
で
は
、
「
労
資
共
同

体
一
の
頂
点
に
立
っ
・
中
央
賛
会
・
は
組
謹
れ
て
お
ら
ず
、
一
印
央

理
事
会
」
も
暫
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
不
完
全

性
は
・
「
労
資
共
同
体
」
の
担
い
手
の
一
翼
で
あ
る
労
働
組
合
の
側
に
も

起
因
す
る
。
大
戦
中
か
ら
自
由
労
働
組
合
内
部
で
、
組
合
指
導
部
に
対
抗

す
る
形
で
形
成
さ
れ
、
階
級
闘
争
的
方
向
を
志
向
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る

「
組
合
内
反
鞄
一
の
動
き
は
、
・
労
翼
同
体
・
を
内
部
的
に
崩
讐
せ

る
決
定
的
な
因
子
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
既
に
、
一
九
一
九
年
三
月
の
ド
イ
ツ
金
属
労
働
組
合
、
お
よ
ぴ

同
年
六
月
の
銅
空
組
合
大
会
に
お
い
て
、
・
簑
共
同
琳
一
・
か
ら
の
組

合
の
脱
退
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
二
〇
年
十
一
月
の
第
九
回
A
D
G
B
委
員
会
＞
O
O
国
．
＞
冒
蜆
岨
。
ブ
。
目

一
書
雪
毒
養
一
の
席
上
、
金
属
・
繊
維
・
銅
空
等
、
計
九
喋

の
委
員
が
、
「
労
資
莱
同
体
」
・
か
ら
の
脱
退
を
主
張
す
る
に
至
つ
て
お
り
、

反
「
労
費
共
同
体
」
の
動
き
が
強
ま
つ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
労
賀
共
同

体
」
に
お
け
る
労
働
組
合
側
の
内
都
分
裂
が
、
そ
の
蝸
鋤
を
実
効
的
な
も

の
と
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
組
合
指
導
部
が
「
労
資
共
同
体
」
存
続
の

た
め
に
と
っ
た
途
は
、
当
時
の
レ
．
ー
テ
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
か
ら
導
出
さ

れ
た
「
経
済
協
議
会
」
書
量
o
罫
申
冨
答
の
体
系
と
、
「
労
資
共
同
体
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
体
系
と
の
結
合
を
図
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
「
経
済
協
議
会
」
構
想

は
、
レ
ー
テ
制
度
化
の
動
き
の
中
で
、
一
九
一
九
年
三
月
五
日
の
政
府
声

晒
ピ
基
づ
い
て
憲
法
で
謡
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
声

明
は
そ
の
冒
頭
で
、
「
労
働
者
レ
ー
テ
青
σ
o
ぎ
目
掌
o
は
経
済
的
利
害
代

表
と
し
て
基
本
的
に
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
た
し
、
ま
た
、
同
年
六

月
の
社
会
民
主
党
大
会
に
お
い
て
も
こ
の
政
府
方
針
が
支
持
さ
れ
る
に
至

っ
（
沌
以
上
、
労
働
組
合
側
も
こ
の
方
針
を
廿
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
。
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
方
針
は
、
自
由
労
働
組
含
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
「
労

資
共
同
体
」
の
も
と
で
唯
一
の
被
用
者
代
表
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
自

己
似
基
盤
が
、
レ
ー
テ
に
よ
り
崩
ゼ
れ
る
と
い
う
危
険
を
孕
む
も
の
で
も

あ
っ
た
の
で
払
珊
。
こ
の
事
態
は
、
自
由
労
働
組
合
が
、
前
述
の
．
こ
と
く

の
レ
ー
テ
反
対
の
態
度
か
ら
、
「
労
資
共
同
体
」
と
レ
ー
テ
と
の
整
合
的

幽
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な
存
在
を
認
め
る
方
向
へ
と
態
度
を
転
換
さ
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味

す
る
。
し
か
も
そ
の
た
め
に
は
、
ま
さ
に
制
度
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

「
経
済
協
議
会
」
に
お
い
て
も
ま
た
、
「
労
資
共
同
体
」
と
同
様
の
原
理
が

貫
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
経
済
協
議
会
」
構
想
は
、
憲
法
第
一
六
五
条
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た

一
九
二
〇
年
五
月
の
「
暫
定
全
国
経
済
協
議
絵
政
令
」
＜
串
o
己
昌
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

鵡
㍗
、
o
。
自
く
。
、
覇
自
饒
o
q
。
、
宛
。
一
。
尿
邑
、
房
o
冨
茅
・
算
に
よ
り
具
体
化
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
「
暫
定
全
国
経
済
協
議
会
」
（
以
下
『
全
国
経
済
協

議
会
』
と
略
称
）
は
、
計
十
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
企
業
家
と
被
用
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
螂
〕

利
害
が
関
係
す
る
六
部
門
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
労
賞
同
数
の
メ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

1
が
双
方
の
団
体
か
ら
派
遣
さ
れ
、
労
質
同
権
原
則
が
貫
徹
さ
れ
る
。
ま

ホ
そ
の
義
は
、
社
会
嚢
．
経
済
政
策
に
関
す
る
轟
嘆
の
譲
・

答
申
、
社
会
政
策
的
・
経
済
政
策
的
諸
問
題
の
討
議
等
に
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
社
会
的
自
治
の
機
能
を
果
た
す
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か

ら
す
れ
ぱ
、
こ
の
『
金
国
経
済
協
議
会
』
は
、
テ
ィ
ム
の
言
う
よ
う
に
、

「
労
賞
共
同
体
」
の
継
続
的
恩
考
上
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
（
い
、
ま
た
、

そ
う
で
あ
っ
た
が
故
に
、
一
九
二
〇
年
、
A
D
G
B
の
指
導
部
は
、
「
経

済
協
議
会
・
の
鏡
魂
つ
て
・
労
費
蕎
体
・
か
ら
の
脱
嚢
備
雲

画
策
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
労
資
共
同
体
」
は
こ
う
し
て
、
そ
の
原
理
を
同
じ
く
す
る
「
経
済
協

議
会
」
の
体
系
と
の
結
合
、
あ
る
い
は
そ
れ
へ
の
機
能
臥
惚
と
い
う
形
で
、

名
目
上
一
九
二
四
年
三
月
ま
で
存
続
す
る
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
冒
頭
で
論
じ
た
課
題
に
応
え
る
ぺ
く
、
自
由
労
働
組

合
“
A
D
G
B
の
理
念
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
ら
は
か
か
る
体
系
を

い
か
に
把
握
し
て
い
た
か
の
点
に
考
察
を
す
す
め
よ
う
。

　
（
1
）
　
毫
．
射
－
o
軍
胃
一
s
1
s
．
◎
．
一
ω
1
蟹
H
1
～
3
1

（
2
）
牽
Ω
邑
胃
；
害
σ
邑
9
－
寒
§
書
§
こ
§
さ
曾
■

　
§
㎞
ぎ
§
b
§
済
§
§
o
彗
ミ
計
竃
“
意
畠
§
“
（
㌧
b
Ω
b
）
　
ε
ミ
ー

　
　
6
§
軍
彗
巨
§
芭
目
旨
葦
－
o
軍
o
。
二
N
－
－
鼻

（
3
）
向
ざ
ミ
§
ω
．
畠
1
ま
．
ド
イ
ツ
金
属
労
働
組
合
は
、
同
年
に

　
「
労
質
共
同
体
」
か
ら
脱
退
す
る
（
声
－
声
呂
嘗
罫
一
〇
F
§
畠
、
O
。

　
ω
．
F
）
。

（
4
）
　
委
員
会
は
各
組
合
委
員
長
か
ら
構
成
さ
れ
、
半
年
に
一
度
は
開

　
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
ω
巴
o
目
彗
o
o
昌
ξ
胃
N
・
き
ミ
き
ミ
o
㌻

　
軋
ミ
き
ミ
㎞
§
§
o
軸
§
喜
竃
￥
ミ
茎
§
軸
ミ
窒
＄
民
o
昌
自
6
ω
9
ω
1
家

　
－
旨
‘
㌣

（
5
）
　
ρ
■
串
自
区
o
す
9
一
s
．
s
．
◎
二
ω
．
讐
1

（
6
）
　
実
際
の
活
動
は
一
九
一
九
年
春
ま
で
で
、
暫
定
「
中
央
理
事

　
会
」
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
以
下
、
参
照
。

　
薫
一
勾
－
o
｝
冨
’
畠
．
s
．
◎
二
ω
．
ω
N
o
－
ω
ω
α
一

（
7
）
　
本
稿
次
節
、
参
照
。

（
8
）
＜
。
・
F
■
－
宇
巴
員
宮
；
．
O
．
し
．
塞
o
．

（
9
）
　
前
掲
拙
稿
、
一
〇
八
－
一
二
一
頁
、
参
照
。

（
1
0
）
　
雪
－
ト
＜
胃
巴
P
§
§
O
；
ω
1
冨
N
I
－
塞
1

（
1
1
）
　
射
＆
o
ざ
－
O
雨
竃
詩
ミ
§
［
＞
σ
汗
．
一
昂
O
曼
1
］
一
筍
8
一
ω
．
o
o
轟
1
0
0
8
．

（
1
2
）
　
全
国
経
済
協
議
会
の
下
位
体
系
と
し
て
憲
法
で
予
定
さ
れ
て
い

　
た
地
区
経
済
協
議
会
団
雷
一
鼻
姜
巨
竃
臣
穿
母
斤
o
は
実
現
さ
れ
な
か

　
っ
た
。

547



一橋論叢 第91巻 第5号（176）

（
1
3
）
　
こ
こ
で
い
う
六
部
門
と
は
、
農
林
業
、
園
芸
．
漁
業
、
工
業
、
商

　
業
・
銀
行
・
保
険
、
交
通
・
公
営
事
業
、
手
工
業
を
指
す
（
司
o
里
－

　
H
⑩
N
0
一
ω
一
〇
〇
㎞
o
o
l
o
o
ひ
｝
．
）
。

（
1
4
）
　
－
…
串
①
二
ε
戸
富
．
◎
：
ω
』
㎞
H
l
～
S
∴
宍
胃
一
ω
旨
峯
胃
、
ぎ
貝

　
一
U
胃
き
邑
ぎ
島
o
夷
9
o
巨
睾
守
け
唖
o
罫
豪
量
ゴ
b
音
書
ミ
§
旨
冊
ぺ
軸
、
．
．

　
§
ミ
§
詩
恥
岩
s
一
ω
．
ω
s
・

（
∬
）
　
『
全
国
経
済
協
議
会
』
は
、
そ
の
下
部
の
委
員
会
と
し
て
、
「
経

　
済
政
策
委
員
会
」
、
「
社
会
政
策
委
員
会
」
等
、
計
九
の
委
員
会
＞
冨
．

　
閉
o
巨
籟
を
有
し
、
ま
た
そ
の
下
に
分
科
会
o
算
曾
彗
覇
o
巨
藺
を
設

　
け
た
委
員
会
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
労
資
同
権
的
に
構
成

　
さ
れ
て
い
た
（
く
阻
－
肉
與
ユ
N
ミ
ヲ
σ
q
一
い
o
ざ
o
ぎ
恥
膏
軋
ミ
o
亜
§
ミ
沖
竃
㌻
亀
｝
、

　
冨
§
寒
秦
一
言
轟
H
竃
少
ω
．
H
o
o
〇
一
旨
o
・
）
。

（
1
6
）
　
こ
れ
ら
の
重
要
法
案
は
、
政
府
が
ま
ず
『
金
国
経
済
協
議
会
』

　
に
提
出
し
、
そ
こ
で
の
審
議
・
答
申
を
受
け
た
後
、
議
会
に
提
出
さ

　
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
〃
）
　
完
Ω
曳
“
＝
H
竃
9
ω
．
o
o
α
o
o
l
o
o
＄
・

（
1
8
）
　
匡
色
＄
ヨ
冒
員
b
膏
き
ミ
竃
杏
雨
い
§
ざ
書
。
§
幕
§
軋
、
雨
、
㎏
、
ミ
。
￥

　
軋
ミ
咲
§
竃
§
宍
§
ミ
札
§
｛
§
ミ
“
ミ
δ
さ
・
篶
篶
＞
自
p
・
U
島
眈
、
。
一
．

　
o
o
ユ
一
〇
〇
〇
p
ω
一
ω
㎞
1
ω
①
一

（
1
9
）
　
－
…
市
旨
二
宵
一
戸
§
O
・
一
ω
・
N
9
・

（
2
0
）
　
向
ざ
ミ
軋
§
ω
l
N
伽
ド

　
　
　
1
V

「
労
資
共
同
体
」
に
対
す
る
自
由
労
働
組
合
1
1
A
D
G
B
の
評
価
は
、

レ
ギ
ー
ン
O
胃
一
［
o
o
司
一
雪
、
ウ
ム
ブ
ラ
イ
ト
ら
、
組
合
指
導
者
に
よ
る
『
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

定
』
の
積
極
的
評
価
を
皮
切
り
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
の
一
九
一
九
年

の
一
お
よ
ぴ
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ソ
ヒ
で
の
一
九
ニ
ニ
年
の
二
つ
の
労
働
組
合
大

会
に
お
け
る
議
論
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
ニ
ュ
ル
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ベ
ル
ク
大
会
に
お
け
る
コ
ー
ニ
ン
＞
旨
罵
O
〇
一
崔
・
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヅ
ヒ
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彗
）

会
に
お
け
る
ヴ
ィ
ヅ
セ
ル
射
巨
o
目
婁
勇
o
＝
の
各
報
告
を
手
が
か
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

す
る
な
ら
ぱ
、
組
合
側
は
、
「
労
質
共
同
体
」
の
意
義
を
つ
ぎ
の
二
点
カ

ら
捉
え
て
い
た
と
い
え
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
「
労
資
共
同
体
」
の
集
団
主
義
的
原
理
1
－
利
害
代
表
原

理
か
ら
導
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
資
同
権
原
則
へ
の
穣
極
的
評
個

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
＾
ル
ン
ベ
ル
ク
大
会
に
お
い
て
、
今
後
の
組
合
活

動
の
基
本
線
を
打
ち
出
し
た
「
労
働
組
合
の
将
来
の
活
動
に
関
す
る
方

針
」
9
0
聖
9
匡
巨
昌
暮
O
・
昌
①
暮
＝
匡
O
目
O
ξ
一
、
ギ
、
閏
、
自
斥
。
岸
ρ
。
、
Ω
、
．

葦
・
訂
o
詐
豪
目
（
以
下
『
方
針
』
と
略
称
）
第
二
項
で
強
調
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
「
労
資
共
同
体
」
は
、
「
経
済
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
同
権
的

代
表
を
基
に
し
て
解
決
さ
れ
る
ぺ
き
」
も
の
と
し
て
定
式
化
さ
れ
、
「
労

資
共
同
体
創
出
に
よ
り
、
企
業
家
を
経
済
面
で
の
民
主
主
義
色
、
庁
眈
“
班
津
．

＝
O
ま
O
O
冒
O
斥
冨
幕
へ
の
道
へ
と
至
ら
し
め
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
大
会
で
「
労
資
共
同
体
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
コ
ー
エ
ン
は
、

『
協
定
』
お
よ
ぴ
『
暫
定
定
款
』
こ
そ
、
従
来
か
ら
労
働
組
合
に
よ
り
探

求
さ
れ
て
い
た
も
の
を
確
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
労
資
の
同
権
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
〕

関
係
に
他
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
。
こ
の
観
点
は
、
ラ
イ
プ
”
り
）
ツ
ヒ
大

会
に
お
け
る
ヴ
ィ
ソ
セ
ル
報
告
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
第
二
は
、
「
労
資
共
同
体
」
の
社
会
的
自
治
機
能
か
ら
導
出
さ
れ

746
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る
。
つ
ま
り
、
「
労
資
共
同
体
」
が
、
社
会
政
策
・
経
済
政
策
面
の
諸
問

題
の
独
自
的
解
決
、
あ
る
い
は
討
議
等
を
そ
の
任
と
し
て
い
た
点
か
ら
、

　
こ
れ
ら
は
、
経
済
指
導
へ
の
参
加
黒
置
一
樹
冒
O
日
彗
O
胃
毫
ぎ
眈
9
き
ユ
旨
・

、
彗
吹
の
現
実
的
基
盤
を
与
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
、
『
方
針
』
第
三
項
で
暗
示
的
に
提
起
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

　
コ
ー
エ
ン
も
、
当
時
未
だ
に
現
実
化
し
て
い
な
か
っ
た
「
経
済
協
議
会
」

の
体
系
を
「
労
資
共
同
体
」
の
体
系
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
、
よ
り
具
体
的

に
い
う
な
ら
ぱ
、
「
労
資
共
同
体
」
に
お
け
る
被
用
者
代
表
を
も
、
近
く

．
職
㌦
さ
れ
る
手
は
ず
と
な
つ
て
い
た
金
国
経
済
協
議
会
に
参
加
さ
せ
る
こ

り
に
よ
り
、
驚
者
の
大
婁
鑑
の
套
で
、
社
会
的
・
嚢
的
関
係

カ
形
成
さ
れ
る
旨
を
示
唆
し
て
い
た
。

一
、
の
経
済
指
導
一
の
一
鯵
加
と
い
う
観
点
を
よ
り
前
面
に
押
し
出
し
た
の

は
ウ
ィ
ヅ
セ
ル
で
あ
。
た
。
彼
は
、
今
や
国
民
経
済
の
再
建
は
労
働
者
階

級
な
し
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
認
識
に
立
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

論
ず
る
。
現
在
の
労
働
組
合
に
は
、
全
体
の
利
益
o
q
o
昌
9
目
墨
昌
o
2
冒
冨
g

の
点
か
ら
し
て
国
民
経
済
の
発
展
に
協
力
す
る
義
務
が
生
じ
て
お
り
、
こ

こ
に
お
い
て
、
生
産
等
の
問
題
で
「
労
働
者
は
多
く
の
面
で
使
用
者
と
利

益
が
一
致
し
」
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
経
済
的
諸
問
題

｝
峡
同
的
労
働
o
q
、
、
目
。
一
、
、
顯
∋
。
＞
ま
隼
の
う
ち
で
解
決
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

な
い
」
と
。
彼
は
こ
う
し
た
点
に
「
労
資
共
同
体
」
の
意
義
を
認
め
、
さ

ら
に
一
歩
進
め
て
、
以
・
⊥
の
よ
う
な
状
況
は
、
被
用
者
が
経
済
機
構
の
中

に
入
り
込
む
こ
と
で
あ
り
、
経
済
を
指
導
す
る
能
カ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
っ
て
被
用
者
は
、
経
済
指
導
の
中
に
入
っ
て
成
長
す
る
と
い

う
可
能
性
を
充
分
利
用
せ
ね
ぱ
奮
な
い
、
圭
巴
学
こ
の
報
告
に

お
い
て
ヴ
ィ
ヅ
セ
ル
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ペ
ル
ク
大
会
採
択
の
『
方
針
』
を
受

け
継
い
で
、
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
理
念
を
再
規
定
せ
ん
と
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、
「
労
資
共
同
体
」
ぱ
か
り
で
な
く
、
そ
れ
と
同

　
一
原
理
を
有
し
て
存
在
し
て
い
た
『
全
国
経
済
協
議
会
』
に
も
当
然
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

と
く
適
用
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
「
経
済
面
で
の
氏
主
主
義
」
理
念
の
核
心
は
・
い
か
な
る

点
に
求
め
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
捉
え
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
述
ぺ
て
き
た
「
労
資
共
同
体
」
、
『
全
国
経
済
協
議
会
』
を
労
資
関
係

の
現
実
的
な
枠
組
か
ら
規
定
す
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
極
め
て
「
労
賞
協

調
」
的
枠
組
の
体
現
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
さ
き
の
ヴ
ィ

ツ
セ
ル
報
告
の
中
に
も
充
分
看
取
さ
れ
る
。
い
や
、
む
し
ろ
逆
に
、
そ
の

成
立
経
緯
、
機
構
か
ら
す
れ
ぱ
、
「
労
資
協
調
」
的
機
能
を
よ
り
い
っ
そ

う
効
果
的
に
す
る
た
め
の
体
系
そ
の
も
の
が
、
「
労
資
共
同
体
」
、
『
金
国

経
済
渤
議
会
』
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
コ
ー
エ
ン
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
ら

に
代
表
さ
れ
る
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
と
い
う
理
念
は
、
こ
の
枠
組

の
中
に
お
い
て
の
み
形
成
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ぱ
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
え
る
。
す

な
わ
ち
、
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
理
念
は
、
「
労
資
共
同
体
」
、
『
全
国

経
済
協
議
会
』
と
い
う
「
労
資
協
調
」
的
枠
組
が
崩
壊
し
た
時
点
で
そ
の

理
念
の
現
実
的
基
盤
の
喪
失
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
こ

の
理
念
の
崩
壊
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
と
。
こ
う
し
た
時
点
で
自
由
労
働

組
合
1
l
A
D
G
B
は
、
新
た
な
理
念
へ
の
模
索
を
始
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
新
た
な
理
念
は
、
従
来
の
労
資
関
係
の
現
実
的
な

枠
組
の
転
換
を
充
分
認
識
し
つ
つ
、
「
労
賞
共
同
体
」
、
『
金
国
経
済
協
議

747
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会
』
で
獲
得
し
た
成
果
を
踏
ま
え
た
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
で

あ
弘
北
。
こ
う
し
て
、
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
理
念
を
転
換
さ
せ
た

と
こ
ろ
に
「
経
済
民
主
主
義
」
理
念
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
1
）
　
レ
ギ
ー
ン
の
『
協
定
』
評
価
に
つ
い
て
は
、
亀
』
嚢
二
ら
5
一
ω
・

　
　
N
s
．
参
照
。
ま
た
ウ
ム
プ
ラ
イ
ト
は
、
『
協
定
』
に
よ
る
労
資
同
権

　
　
原
則
の
承
認
を
「
築
団
主
義
的
労
働
法
の
最
終
的
勝
利
上
と
評
し
た

　
　
（
勺
書
一
⊂
昌
σ
富
F
g
o
旨
σ
o
鼻
晶
曾
一
色
畠
o
5
津
・
三
蜆
g
。
■
ξ
．

　
　
幕
冨
告
o
；
亀
g
邑
g
自
邑
Ω
e
≦
宰
雰
o
5
茅
、
一
・
b
、
㎞
≧
軸
§
N
雨
。
卜

　
　
亀
．
』
o
司
＝
－
1
民
o
二
H
旨
p
ω
・
ω
一
〇
〇
・
）
。

（
2
）
‡
§
ミ
こ
ミ
ミ
ぎ
ミ
§
ミ
豪
邑
ミ
§
き
§
葛
㎞
轟

　
　
軋
ミ
o
雨
§
喜
竃
淳
亀
§
b
§
旨
o
ミ
§
｝
き
．
』
膏
§
ミ
、
§
誉
も
≧
讐
、
き
雨
泰

　
　
竃
§
§
1
㌧
畠
ミ
s
帖
｝
．
、
ミ
｝
ミ
o
［
＞
算
・
一
、
；
δ
ぎ
ミ
乏
＆
、
暮
．

　
　
ξ
蟹
1
］
一
｝
曾
冒
昌
－
炭
o
…
一
一
〇
〇
〇
〇
一
ω
・
阜
3
ト
ま
N
・
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
3
）
、
・
§
童
；
ミ
ミ
き
§
§
§
寒
雲
雨
ミ
雨
ミ
き
ミ
舳
嚢
ζ
耐
、

　
　
○
砧
§
ミ
玄
き
亀
§
b
§
春
o
ミ
邑
ミ
き
（
、
．
b
ミ
彗
き
包
余
き
－
x
ト
翁
雨
§
＆
．

　
　
ミ
§
b
雨
ミ
竃
ざ
s
o
雨
暮
ミ
ざ
o
き
ミ
＆
ミ
s
き
㎞
∀
s
膏
§
ミ
ー
§
“
ミ
ト
軸
意
．

　
　
き
内
§
§
蔓
ミ
餉
ミ
ー
㌧
ミ
ミ
こ
O
§
［
＞
賢
∴
、
ミ
O
ぎ
ミ
ζ
、
、
、
帝
］
・

　
　
ω
胃
巨
－
一
〇
N
P
ω
．
革
α
㎞
－
杜
N
O
〇
一
杜
①
N
1
伽
O
N
一

（
4
）
　
以
下
は
主
と
し
て
組
合
指
導
部
の
論
調
を
と
り
上
げ
る
。

（
5
）
‡
§
董
卜
≧
ミ
き
奏
・
二
・
第

（
6
）
掌
§
き
ω
．
ξ
二
a
1
卓
軍

（
7
）
　
、
さ
ざ
ぎ
ミ
ト
舳
膏
き
喝
二
ω
・
ミ
9

（
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
コ
ー
エ
ン
が
報
告
の
際
に
提
示
し
た
体
系

　
図
は
、
議
事
録
（
本
節
註
（
2
）
）
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
‡
§
董
卜
≧
ミ
き
奏
二
ω
・
さ
ω
・

（
1
0
）
ヴ
ィ
ツ
セ
ル
報
告
は
、
「
組
合
内
反
対
派
」
が
階
級
闘
争
の
強

　
化
を
圭
張
し
て
、
「
労
資
共
同
体
」
に
対
す
る
攻
撃
的
提
案
を
続
出

　
さ
せ
た
（
、
§
ざ
ぎ
ミ
ト
ミ
貰
膏
一
ω
。
s
l
塞
。
）
の
に
対
し
、
「
労
資

　
共
同
体
」
維
持
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
。

（
1
1
）
　
、
さ
δ
ぎ
ミ
ト
軸
意
ざ
軸
二
ω
・
ま
o
o
－
ミ
一
・

（
1
2
）
　
向
ざ
s
軋
§
ω
．
い
N
－
い
o
o
・

（
1
3
）
　
そ
れ
は
、
ブ
ィ
ヅ
セ
ル
が
こ
の
報
告
を
し
た
議
題
、
「
労
資
共

　
同
体
と
経
済
協
議
会
」
青
冨
豪
胴
9
邑
旨
8
巨
｛
叶
冒
｛
ミ
一
、
冨
0
5
雰
、

　
鼻
8
に
表
わ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
＜
o
冒
一
．
■
o
艘
9
向
a
昌
彗
P
N
目
o
o
目
星
o
巨
旨
己
雪
旨
H
g
o

巨
麦
。
・
Φ
書
麦
竃
歪
；
。
・
o
窒
艮
邑
導
昌
・
皇
雨
』
・
§
・

　
N
．
』
o
q
1
一
5
N
“
ω
．
u
o
o
ω
声

V

　
「
経
済
面
で
の
民
主
主
義
」
理
念
の
現
笑
的
基
盤
の
崩
壊
は
、
一
九
二

三
－
二
四
年
に
か
け
て
決
定
的
局
面
を
迎
え
る
。
『
全
国
経
済
協
議
会
』

は
、
一
九
二
〇
年
六
月
に
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
て
以
来
活
動
を
熾
甘

た
が
、
一
九
二
三
年
六
月
の
第
五
八
回
会
議
以
降
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ず
、

ラ
イ
バ
ル
ト
を
し
て
一
九
二
四
年
、
「
全
国
経
済
協
議
会
は
、
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
，
）

四
年
初
頭
以
来
、
全
く
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
」
と
ま
で
言
わ
し
め

た
。
他
方
、
既
に
実
質
的
に
機
能
を
果
し
て
い
な
か
っ
た
「
労
資
共
同

体
」
に
関
し
て
い
え
ぱ
、
一
九
二
三
年
十
二
月
の
A
D
G
B
委
員
会
に
お

い
て
、
「
労
資
共
同
体
」
維
持
は
困
難
で
あ
る
と
の
縞
論
に
至
り
、
翌
一

閉



（179）研究ノート

九
二
四
年
一
月
、
こ
の
裏
公
式
に
発
書
伽
苧
そ
し
て
・
同
年
一
一
月

　
三
十
一
日
を
も
つ
て
、
A
D
G
B
は
「
労
資
共
同
体
」
か
ら
脱
退
㌔
紀
。

　
　
か
か
る
事
態
は
、
一
九
二
三
年
以
降
、
急
速
に
加
速
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ

　
一
レ
ヨ
ン
を
契
機
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
資
本
の
巻
き
返
し
」
に
起
因
し
て

　
い
た
。
こ
の
資
本
復
興
の
過
程
で
、
大
戦
後
の
労
資
関
係
は
既
に
解
体
す

　
る
方
向
に
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
A
D
G
B
の
「
労
資
共
同
体
」
脱
退
も
・

そ
の
は
要
盃
由
は
、
一
労
資
共
明
L
内
部
に
お
け
る
企
菱
側
の
非

協
カ
郎
態
度
に
も
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
労
資
協
調
」
的
枠
組

の
解
体
は
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
従
来
の
「
経
済
面
で
の
民

主
主
義
」
理
念
の
転
換
を
A
D
G
B
に
迫
り
、
こ
こ
で
A
D
G
B
は
新
た

な
理
念
を
提
起
せ
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
一
九
二
五
年
の
A
D
G
B
ブ
レ

ス
ラ
ウ
大
会
は
、
、
、
由
さ
に
こ
の
課
題
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

こ
で
捉
起
パ
仇
た
の
が
、
新
た
な
理
念
と
し
て
の
「
経
済
氏
主
主
義
」
だ

つ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
経
済
民
主
主
義
」
理
念
は
、
「
経
済
面

で
の
民
主
主
義
」
理
念
の
中
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
祉
会
・
経
済
面
で
の

問
題
解
決
．
調
整
の
共
同
の
担
い
手
を
資
本
1
1
使
用
者
側
に
求
め
る
と
い

う
「
労
資
協
調
」
一
鋤
装
い
を
ま
と
う
も
の
で
は
な
く
、
労
働
組
合
に
と
っ

て
の
新
た
な
掴
い
手
を
求
め
た
上
で
、
当
時
ド
イ
ツ
の
お
か
れ
た
資
本
主

義
体
制
を
再
考
し
、
逆
に
、
漸
次
的
な
社
会
改
革
を
そ
の
内
容
と
す
る

「
労
賞
対
抗
」
と
で
も
い
う
べ
き
方
向
へ
と
理
論
化
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か

。
た
。
A
D
G
B
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
た
「
経
済
民
主
主
義
」
論
は
・
以

上
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
は
じ
め
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

恩
わ
れ
る
。
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